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編集室から

本号の特集に寄せられた論考からは，司法精神療
法が抱える課題の大きさを踏まえつつも，その発展
を切り拓こうとする著者たちの強い意志が伝わって
くる。それらの議論は，今後のダイナミックな展開
を予感させるものである。発展の歩みは決して直線
的ではないにせよ，試行錯誤を重ねる過程の中で，
多くの成果が積み重ねられていくことだろう。

編者が本特集の論考を読み進める中で，もう一つ
心に浮かんできたのは永山則夫のことである。彼は
1968 年に 4 件の連続強盗殺人事件を起こし，1997
年に刑死した人物である。1971 年に獄中から刊行さ
れた『無知の涙』は大きな反響を呼び，ベストセラ
ーとなった。極度の貧困や度重なる虐待といった生
育環境や，彼を犯罪へと追いやる数々の社会との軋
轢を記述する淡々とした筆致は，多くの人々の心を
揺さぶった。1980 年代には，『木橋』（第 19 回新日
本文学賞受賞）をはじめとする一連の自伝的小説を
発表している。筆者は，この永山の旺盛な執筆活動
に 1974 年に行われた石川義博による精神鑑定（参
照：「『連続射殺魔』少年事件」（『現代の精神鑑定』

（金子書房，1999）所収））が重要な役割を果たした

と考えている（林（2005）罪悪感を抱くということ．
こころの科学 119 ; 108-115.）。この鑑定は，「被告の
内面を描き出すことによって犯罪の原因を明らかに
する」ために行われた司法鑑定として異例のもので
あって，被告人の感じ方に沿おうとする精神療法的
な配慮が盛り込まれていた。永山は鑑定の後しばら
く精神的な安定を維持し，情状酌量を求める弁護方
針を受け入れて，1981 年の無期懲役への減刑を宣告
した第二審判決を勝ち取ることができた。この石川
医師の精神鑑定は，多くの識者がその価値を認めた
のであったが，当時の司法精神医学では，それを評
価する道筋は開かれていなかった。

永山則夫は，現在ならば確実に反社会性・境界性
パーソナリティ症，複雑性 PTSD と診断されるケー
スである。現在のわが国では，司法制度の中でその
ような精神障害を取り扱う準備が始められようとし
ているように思われる。今後さらに努力が集積され
ることによって，永山則夫の事例が遠い過去の出来
事とみなされる日が一日も早く訪れることを祈念す
る。� （N.H.）
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